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U V- B は ハ ダ ニ と カ ブ リ ダ ニ に 致 死 の 誘 導 や 産 卵 数 の 低 下 と い っ た 悪 影 響 を

与え る こ とが 知 ら れて い る 。本 研 究 では 、 ハ ダニ と カ ブリ ダ ニ の U V- B 感受 性
の種 間 差 に影 響 を 及ぼ す 要 因の 検 討 を目 的 と して 、 ま ず、 ハ ダ ニと カ ブ リダ ニ

の暗 回 復 およ び 光 回復 機 能 を種 間 で 比較 し た 。さ ら に 、サ ガ ミ ナミ ハ ダ ニの 各

発育 ス テ ージ が 葉 表と 葉 裏 のど ち ら を好 む か を調 査 し た。 最 後 に、 ナ ミ ハダ ニ

卵の U V- B 感 受性 を 産卵 後 経 過時 間 に 基づ い て 検討 し た 。  
 1 日当 たり 1 2 時 間、 U V- B を 単独 ま たは 白 色 光と 同 時 照射 し 、 Te t r a n y c h u s 属
のハ ダ ニ 6 種 （ ナ ミハ ダ ニ 、カ ン ザ ワハ ダ ニ 、ミ ヤ ラ ナミ ハ ダ ニ、 ナ ン ゴク ナ
ミハ ダ ニ 、サ ガ ミ ナミ ハ ダ ニお よ び アシ ノ ワ ハダ ニ ） とカ ブ リ ダニ 4 種 （ケ ナ
ガ カ ブ リ ダ ニ 、 N e o s e i u l u s  l o n g i s p i n o s u s、 ミ ヤ コ カ ブ リ ダ ニ お よ び チ リ カ ブ リ
ダニ ）に お け る卵 の U V- B 感 受性 と 光 回 復機 能 を 調査 し た 。ハダ ニ 卵 では 、U V- B
を単 独 で 照射 し た 場合 、 日 積算 U V- B 量 0 . 9  k J  m－ 2 の 条 件に お い て、 ア シ ノワ

ハ ダ ニ の み が 孵 化 し た 。 し か し 、 U V- B と 白 色 光 を 同 時 に 照 射 し た と き 、 す べ

ての 種 の 卵が 9 0 %以上 孵 化 した 。1 日 当た り 2 . 6  k J  m－ 2 の U V- B を 照 射し た 時、
単独 照 射 区で は 、す べて の 種 の卵 が 孵 化し な か った 。白色 光を 同 時 照射 す る と、

サガ ミ ナ ミハ ダ ニ とア シ ノ ワハ ダ ニ の孵 化 率 が他 の 種 より 高 く なっ た 。 1 日 当
たり 8 . 6  k J  m－ 2 の U V- B を 照射 し た 時 、単 独 照 射区 で は すべ て の 種が 孵 化 しな
かっ た が 、白 色 光 同時 照 射 区で は 、 アシ ノ ワ ハダ ニ が わず か に 孵化 し た 。  
カブ リ ダ ニ卵 で は 、 U V- B を 単 独 照射 した 場 合 、日 積 算 U V- B 量 0 . 9  k J  m－ 2

の条 件 に おい て 、 白 色 光 の 有無 に 係 わら ず 、 すべ て の 種に お いて 9 0 %以 上が 孵
化し た 。 日積 算 U V- B 量 2 . 6  k J  m－ 2 で は、 孵 化 率は す べ ての 種 で 1 0 %未満 であ



った 。白色 光 を 同時 照射 し た 場合 、すべ ての 種 の 孵化 率 が わず か に 上昇 し た が、

有意 な 差 はな か っ た 。 日 積 算 U V- B 量 8 . 6  k J  m－ 2 の U V- B を 照 射 した場合、白
色光 の 有 無に 係 わ らず 孵 化 した 卵 は なか っ た 。  
幼虫 で は 、ハ ダニ 2 種（ ナミ ハ ダ ニと ア シノ ワ ハ ダニ ）と カ ブリ ダ ニ 2 種（ ミ

ヤコ カ ブ リダ ニ と チリ カ ブ リダ ニ ）の U V- B 感 受 性を 比 較し た 。U V- B を 単 独照
射し た 時 、積 算 U V- B 量 0 . 5  k J  m－ 2 の 処理 区 で は、 ミ ヤ コカ ブ リ ダニ の み 生存

率が 有 意 に低 く な った 。積 算 U V- B 量 0 . 7 5  k J  m－ 2 で の 生 存率 は 、ミ ヤコ カ ブ リ

ダニ が も っと も 低 く、 次 い でナ ミ ハ ダニ が 低 くな っ た 。積 算 U V- B 量 1  k J  m－ 2

では 、 ミ ヤコ カ ブ リダ ニ は すべ て の 個体 が 死 亡し た 。 1  k J  m－ 2 の U V- B 照 射直
後に 白 色 光を 照 射 した 場 合 、ナ ミ ハ ダニ 、 ア シノ ワ ハ ダニ 、 そ して チ リ カブ リ

ダニ の 3 種の 生 存 率が 回 復 した 。 し かし 、 ミ ヤコ カ ブ リダ ニ で は回 復 が まっ た
く見 ら れ ず、 す べ ての 個 体 が死 亡 し た。  
雌成 虫 で は、 ハ ダ ニ 3 種 （ ナ ミハ ダ ニ、 サ ガ ミナ ミ ハ ダニ お よ びア シ ノ ワハ

ダニ ）の U V- B 耐 性 を比 較 し た。 U V- B 単独 照 射 区で は、積算 U V- B 量 7 0  k J  m－

2 の 処 理 区 で 生 存 率 が 低 下 し 、 ナ ミ ハ ダ ニ と サ ガ ミ ナ ミ ハ ダ ニ が ア シ ノ ワ ハ ダ

ニよ り 有 意に 低 く なっ た 。 積算 U V- B 量 8 0  k J  m－ 2 の 処 理区 で も 同様 に アシノ

ワハ ダ ニ の生 存 率 が他 の 2 種と 比 較 して 高 か った 。 U V- B と 白色 光 を 同時 照射

した 場 合 、積算 U V- B 量 7 0  k J  m－ 2 の 処 理区 に お ける 生 存 率は ア シ ノワ ハ ダ ニ 、

サガ ミ ナ ミハ ダ ニ 、そし て ナ ミハ ダ ニ の順 に 高 かっ た 。積 算 U V- B 量 8 0  k J  m－ 2

の処 理 区 での 生 存 率は 、 サ ガミ ナ ミ ハダ ニ と ナミ ハ ダ ニの 間 に 差が な く なり 、

アシ ノ ワ ハダ ニ が もっ と も 高く な っ た。  
ビ ニー ル ハ ウス 内 に 自生 す る クワ ク サ 上の サ ガ ミナ ミ ハ ダニ が 葉 裏と 葉 表の

どち ら に 定着 し て いる か を 発育 段 階 別に 検 討 した 。 そ の結 果 、 昼間 と 夜 間の い

ずれ で も 雌成 虫 が 有意 に 葉 表に 定 着 した 一 方 、幼 虫 と 若虫 、 静 止期 、 卵 は葉 裏

に多 く 定 着し た 。 雄成 虫 は 葉表 と 葉 裏に 同 じ 比率 で 分 布し た 。  
 ナ ミ ハ ダニ 卵 の U V- B 感 受性 が ピ ーク とな る 胚 子発 生 段 階を 検 討 した 。0 . 5  k J  
m－ 2 の U V- B を 単 独 で照 射 し た時 、産 卵後 2 4～ 4 8 時 間が もっ と も U V- B に 脆 弱
であ り 、 孵化 す る 卵は な か った 。 他 方、 い ず れの 発 育 段階 で も U V- B 照 射直 後
に白 色 光 を照 射 す ると 、 孵 化率 が 8 0 %以 上 に 回復 し た。 しか し 、 U V- B 照 射 か

ら 4 時 間 のギ ャ ッ プを 設 け て白 色 光 を照 射 し た場 合 、 光回 復 の 効果 が 弱 まり 、
産卵 後 2 4～ 3 6 時間 の孵 化 率 が最 も 低 くな っ た 。こ れら の こと か ら 、ナ ミハ ダ ニ
卵は 形 態 形成 初 期 に U V- B に 対 して 脆 弱に な る こと が 分 かっ た 。  
 本 研 究 の結 果 は 、ハ ダ ニ とカ ブ リ ダニ の U V- B 耐 性 には 、 暗 回復 と 光 回復 の
両方 が 影 響す る こ とを 示 し た。 ま た 、生 息 環 境と U V- B 耐性 に は 関連 が ある 可
能性 を 示 唆し た 。 サガ ミ ナ ミハ ダ ニ は雌 成 虫 のみ が 葉 表に 定 着 する 比 率 が高 か

った 。 ナ ミハ ダ ニ 卵の U V- B 感 受 性 のピ ー ク は、 形 態 形成 の 初 期で あ っ た。 ま
た 、 光 回 復 機 能 は 胚 子 発 生 段 階 に 関 係 な く 存 在 す る が 、 U V- B の 照 射 か ら 光 回

復ま で に タイ ム ラ グが あ る と修 復 が 遅れ 、光回 復 の 機能 が弱 ま る こと を 示 した 。

こ れ ら の 結 果 は 、 U V- B と 天 敵 を 併 用 し た 防 除 を 行 う 上 で 有 効 な カ ブ リ ダ ニ 種

や照 射 時 間 帯 の 選 択に 必 要 な基 礎 的 なデ ー タ を提 供 す るも の と 考え ら れ た 。  


